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どのような特徴を経年変化の指標とし、
どのような標準化を⾏い
どのように気候因⼦と相関させるか

コミュニティーで共有しながら研究が拡
⼤している。
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More than 20000 solid wood samples are cataloged

標
準
⽊
材
標
本



セッション「科研費プロジェクト『葛桜』」
14時15分〜17時00分 2020-09-19

プ
レ
パ
ラ
%
ト



セッション「科研費プロジェクト『葛桜』」
14時15分〜17時00分 2020-09-19

古
材
標
本



セッション「科研費プロジェクト『葛桜』」
14時15分〜17時00分 2020-09-19

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

��

	
�

����

�������

��������



セッション「科研費プロジェクト『葛桜』」
14時15分〜17時00分 2020-09-19

68

33 26

44 39 36 36 35 29 26 24 23 23

96

82 79 79

41 37 35 33 26 21

77

49

39

23

ホ
オ
ノ
キ

タ
ム
シ
バ

コ
ブ
シ

ク
ス
ノ
キ

ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ

タ
ブ
ノ
キ

カ
ナ
ク
ギ
ノ
キ

シ
ロ
ダ
モ

カ
ゴ
ノ
キ

ク
ロ
モ
ジ

ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン

バ
リ
バ
リ
ノ
キ

イ
ヌ
ガ
シ

ブ
ナ

コ
ナ
ラ

ミ
ズ
ナ
ラ

ク
リ

ア
カ
ガ
シ

シ
ラ
カ
シ

ア
ラ
カ
シ

ク
ヌ
ギ

ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ

ツ
ブ
ラ
ジ
イ

ケ
ヤ
キ

ハ
ル
ニ
レ

エ
ノ
キ

オ
ヒ
ョ
ウ

モクレン クスノキ ブナ ニレ

21 20

73

51 46 35 34 30 26

17
5

10
8

27 21 20

コ
ウ
ヤ
マ
キ

イ
ヌ
マ
キ

ア
カ
マ
ツ

エ
ゾ
マ
ツ

モ
ミ

ツ
ガ

カ
ラ
マ
ツ

ク
ロ
マ
ツ

ト
ド
マ
ツ

ヒ
ノ
キ

ス
ギ

サ
ワ
ラ

ネ
ズ
コ

ア
ス
ナ
ロ

コウヤマ
キ

イヌマキ マツ ヒノキ

国
産
材
の
個
体
数
調
査
で
わ
か
る
こ
と



セッション「科研費プロジェクト『葛桜』」
14時15分〜17時00分 2020-09-19

100,000 images of wood database in 5 years !!!!

• 継続的かつ系統的なサンプリング
• 災害時対策としての資料の相互交換

標本リストのテキスト情報を公開

Since 2012
THE XYLARIUM NET

Hokkaido Univ

Tohoku Univ

The Univ of Tokyo

Forestry Forest Product
Research Institute

Nagoya University

Kyoto Univ

Kyushu Univ

http://database.rish.kyoto-u.ac.jp/arch/bmi/Xylarium_net/cai_jiandetabesu.html

http://database.rish.kyoto-u.ac.jp/arch/bmi/Xylarium_net/cai_jiandetabesu.html
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林学出⾝の⼤統領が率いるインドネシアでは、
天然資源の多様性保存の観点から、コレクショ
ンを15万点に拡⼤させている。

若⼿の研究者がチーフ
となり⼤勢で作業
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1600年 経年

120℃ 320時間 熱処理

★新材（未処理）

熱処理材(120℃)

熱処理を施した螺髪

促
進
劣
化
に
よ
り
古
材
を
創
る
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科 属 種 個体数 画像数 平均／樹種
class genus species individ. images 個体数 画像数

モクレン Magnoliaceae 2 18 37 926 2 51

クスノキ Lauraceae 11 39 131 1658 3 43

ニレ Ulmaceae 2 4 38 443 10 111

アサ Cannabaceae 3 3 23 317 8 106

ブナ Fagaceae 5 18 185 2446 10 136

カバノキ Betulaceae 5 19 70 817 4 43

ムクロジ Sapindaceae 5 18 56 444 3 25

総計 33 119 540 7051
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https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/handle/2433/250016
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Fagus

Castanea
(chestnut) Castanopsis

(chinquapin)

Lithocarpus
(edible oak)

Cyclobalanopsis
(evergreen oak)

Quercus
(deciduous oak)

ブナ属
クリ属

マテバシイ属

シイ属

コナラ属アカガシ亜属コナラ属
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その都度 1度のみ 有効に活⽤ 再利⽤のために最適化

データマネージメ
ント計画

.データを⼊⼿した段階で、⾃
分なりに考える。標準化や⽂書
化はしていない。

最初に計画を作成するが、通常
は、途中で⾒直すことはしな
い。

詳細な計画を作成し、プロジェクト期間を通
じ参照と⾒直しを⾏う。

⾃分あるいは他⼈が将来スムー
ズにデータを利⽤できるように
計画している。

データの体系的整
理

⼀貫した⼿法に従っていない。
そのため、しばしば探し出すの
に時間を要する。

⼿法はあるが、それを適⽤する
のは、プロジェクト終了時の
み。

先を⾒越した⼿法を導⼊しているが、必ずし
も標準化されてはいない。

他⼈が⾃分でデータを検索、内
容を理解し、利⽤できる。

データの保存と
バックアップ

作業中にどのデータが重要であ
るかを決め、通常はこれを特定
の1か所に保存する。

どのデータを保存すべきかを理
解している。損失のリスクを緩
和するため、作業後にバック
アップをとる。

作業中でも定期的にデータを保存するシステ
ムを⽤いている。複数のバックアップを保持
している。

再利⽤する機会を最⼤限⽣かせ
るよう考慮した⽅法と場所に
データを保存している。

データを解析可能
な状態にする

標準化もしくは⼗分に⽂書化さ
れた⼿続きはない。

解析に適した形式を検討し整備
するが、事例ごとに異なる⽅法
をとっている。

データ処理⽅法は標準化され、かつ⼗分に⽂
書化されている。

将来も⾃分⾃⾝及び第3者が利
⽤しやすい⽅法で、データ処理
を⾏っている。

データ解析と成果
の取扱い

解析や実験がどのような⼿順や
パラメータにより実施されたか
確認するために、これらをやり
直すことが多々ある。

解析作業終了後、パラメータの
詳細や解析⼿順、プロトコルを
⽂書化している。

データ解析の際、決められた⽅法で解析の
ワークフローや判断のプロセスの詳細をいつ
も記録している。

⾃⾝が⾏った解析のワークフ
ローや判断プロセスの詳細が他
⼈によっても実⾏できることが
確認できている。

データの共有と公
開

研究成果を共有しているが、そ
の根拠となるデータについては
共有できていない。

リクエストがあった場合にのみ
研究データの共有を⾏ってい
る。

⾃⾝の研究成果や根拠となるデータは、第三
者が利⽤できる形式で共有できる。

優れたデータマネジメントを実
践し、⾃⾝のデータをいつでも
だれとでも効率的に共有でき
る。
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§

Q1: RDMに関して分野でコモンセンスとなっている事項は?
§ 実験ノートの保存、学内外で論⽂に作成したデータの開⽰

§
Q2: 若⼿研究者（特に，⼤学院⽣）はどのようにRDMスキルを学んでいるか?
§ エビデンスとなるデータの保存、ならびに実験ノート記載事項との紐付け

§ Q3: 査読付論⽂発表時にデータ添付を求められているか?
§ ⼀部の専⾨誌（実験法に関する植物関連雑誌）ではデータベースの公開を求められる。

§
Q4: CDL RDM Rubric に照らして当該分野の状況はどうなっている? https://github.com/kyoto-

u/rdm_rubric
§ ⽊材多様性画像データベースについて

§
Q5: RDM に関して当該分野の現状・課題は?
§ 継続性、他研究機関との共同作業によるデータの拡張。産業的な価値の付加など。

https://github.com/kyoto-u/rdm_rubric
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